
山田 美怜（やまだ みれい）
ヴァイオリニスト。鳥取県倉吉市出身。３歳から父の指導によりヴァイオリンを始める。
桐朋学園女子高等学校音楽科、同大学演奏学科卒業後イタリアへ。2006 年ローマのサン
タ・チェチーリア音楽院アカデミー卒業後 “Quartetto Avos - クァルテット・アヴォス”
（ピアノと弦楽三重奏。現 Avos Piano Quartet－アヴォス・ピアノ・カルテット）を結成。
2009 年フィレンツェのヴィットリオ・グイ国際室内楽コンクール、トリオ・ディ・トリエ
ステ国際室内楽コンクール共に最高位、またブラームス最優秀演奏者に贈られるA.バルド
ヴィーノ賞、観客投票によるイル・ピッコロ新聞社パブリック賞を受賞。２０１０年シエ
ナのキジアーナ音楽院アルバン・ベルク四重奏団のコースに於いて名誉学位（Diploma
d'onore)及びモンテ・デイ・パスキ・ディ・シエナ賞を受賞。イ・ソリスティ・ディ・パ
ヴィア、コリブリ·アンサンブル、オーケストラ·レオノーレ、マントヴァ室内合奏団等で
首席奏者を務める。現在イタリア国内はじめヨーロッパを中心に、ソリスト・室内楽奏者
として活躍中。これまでにヴァイオリンを鷲見健彰、東儀幸、和波孝禧、ジョバンニ・グ
リエルモ、フェリックス・アーヨ、ロドルフォ・ボヌッチ、ドメニコ・ノルディオ、チャ
イム・タウブの各氏に、室内楽を名倉淑子、毛利伯朗、フェリックス・アーヨ、ロッコ・
フィリッピーニ、トリエステ三重奏団、アルバン・ベルク四重奏団、アルフォンソ・ゲデ
ィン、エンリコ・ブロンツィ、モーリン・ジョーンズの各氏に師事。

稲毛 麻紀（いなげ まき）
武蔵野音楽大学器楽科ピアノ専攻卒業後、お茶の水女子大大学院ピアノ演奏学講座終了。
ピアノを新田恵理子、堺康馬、A･ウェーバージンケの各氏に師事。これまでアザレアのま
ち音楽祭のサロンコンサートやオープニング・コンサートのピアノ・コンチェルト等に出
演。現在、合唱団のピアニスト、移動わらべ館童謡・唱歌推進委員、鳥取短期大学非常勤
講師を務める。鳥取オペラ協会ピアニスト。




